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中国語を母語とする児童を対象とした教科書リライトにおける漢字の扱い 

―学習支援に向けた「リライトのための日中漢語対応表」の作成と活用― 

 

鎌田美千子（宇都宮大学）・劉琼（宇都宮大学大学院生） 

１．研究の目的 

本研究の目的は、中国語を母語とする児童への学習支援の一環として国語科教科書をリ

ライトする際の漢字の扱いを明らかにし、教員や支援員の学習支援に資することである。 

２．研究の意義 

教科書リライトに関する研究には、中田（2009）、光元（2014）等があり、漢字の扱いに

注目すると、低学年の漢字とルビの使用が一般的である。一方で、中国語を母語とする児

童が読み手となる場合には、むしろ中国での既習漢字を残したほうがよいと思われる。し

かし、日中の各漢字の対応や配当学年を把握していなければ、こうしたリライトは難しい。

本研究では、この点を解決するために、教員等が活用できる「リライトのための日中漢語

対応表」（以下、「対応表」）を作成し、関連する漢字の情報を参照できるようにした。 

３．研究方法 

小学校国語科教科書から主要な 12単元を選定し、各単元で使用された漢語 366語を対象

とした。「対応表」には、各語を構成する漢字の配当学年（日・中）、表記、同義の中国語

等を示した。そして、学習時期を考慮して(a)意味と表記が日中で同じ語、(b)意味が同じで

表記が類似する語、(c)その他に類別した。これをもとにリライトの試案を検討した。 

４．結果と考察 

「対応表」に掲載した全 366語の約 3割の語が日本語と中国語で意味と表記が同じであ

った。また約 1割の語が日本語と中国語で意味が同じで表記が類似していた。これらの結

果から、約 4割の語は言い換えずに使用できることが示唆され、児童の既習漢字を活かし

たリライトが可能となった。今後、更に掲載する単元を増やしていく予定である。 
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